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In the 1st case, a 26 year old male was diagnosed as penetrated gastric ulcer with 
deformity of the stomach. He complained of severe nausea and vomiting. However, 
heterotopic adenomatous pancreatic tissue in the gastric wall was found hy laparatomy, 
and the patient recovered by partial gastrectomy. 
In the 2nd case, a 35-year old female, had suffered from recurrent severe gastro-
intestinal hemorrhaεe for 8 years, but no evident source of bleeding was found in repeated 
examinations of the gastrointestinal tract. Heterotopic pancreatic tissue in the jejunum was 





































酔を感じ＇ 22日夜悪心噛吐をす〈た Lf記中には吐物にチ にて同十三指腸に著変を認めずp 十二指腸潰場の疑い
ョコレート状のものを混じていた. ~匝吐は一晩中続き として治療を受けが）2週間で軽快退院をしている．
翌朝にに激しい心寓部痛を伴なった．翌日より流動食 以来同年9月， 36年 1月及び同12月の3回同様の多
を炭I[（しp 心語部を冷却p 自宅にて安静を保っていた 量の下血を来たしたがいずれも 2～3週間の入院治療
が衰弱と貧血の程度が甚しく黒色便も続き約！Okgの休 により軽快している．その間2回消化管レ線透視を行
重減少を来たしたの℃五月 6日本院内科に入院した． なっているがやはり胃十三指腸に変化を認めずに終つ
輸液を開始すると Jl,:1：，諸検査の結果図 1の如き濃状 ている（図2I. 昭和40年3月5日再び多量の吐血と
胃を呈し，幽門狭窄を伴なう胃潰疹と高度失血性貧血 下前lにより外科に入院しP 胃レ線透視にて胃体部の大
とが指摘され 5月13日外科に転科した．内科入院中も きな陰影欠損を認められた（図3). 
日匿気l士続いていたが呑酸哨I凝，胸やけは発病来全くな 現症：顔面蒼白p 脈隠80，血圧106/70，赤血球300
かった． 万p HB 10.5g/dl. Ht 35%, 尿， E.ぐ G.及び胸部
現症：顔11{¥'1'1，脈隠120，血圧100/60，微熱状態を レ線，異常なし肝機能は多量の輸同lのためG.O.T. 
呈寸．赤血球325万， HB9.0g/dl. Ht 26°0，尿にアセ 472単位， G.P. T. 1200単位， B.吋 P.35.5°0，と障害
トン （＋）， E.C.G.，胸部レ線：I’日；；，肝機能，正常範 されていたが，腎機能は正常範聞にあった．腹部に i











ない Billrothl法によって宵空腸吻合術を行なった． べてが揃っていた（図67（，：ぴ図 7I. 
切除標本切除胃の粘膜は慢性胃炎の像を呈してい 術後診断 Ii 胃の；1der】ccarcinoma 2）空腸迷入














翌年1月にはIt担（1及び照色 f--I~ 使を排出したが 2 月
には軒II~ した．同年 九1 月再び 7ール便となり昭年35年






























H'"1nr凶の分類 胃幽門占u~I 言語回腸 言十；町I＇ラ氏島，~~r寸 I06-－~1τ 
I '¥ 
－健医倒；l 14 0 i I I。！15 
Il 刷 一丁一－， －，－
（導管？）’ 0 0 : 1 I I 2 















































































れた如く ；！手~奇心比較1 '1'-H 二 w: ,;1~ し ており p かつ粘膜面．に
網
他
われるがp 臨床上の発見頻度については M川 t3ベilllll 
(1928～1947）の統計では，開腹手術 160～600例につ





がp 生後l年 7ヵ月より， 68才の高令者に至る各年令
層に見られるとしP性別頻度では，鈴木13）によればp




































































































，、j在16: 181. 1964. 
2J 尚木旭東他1名： Meckel憩室E室内副停の 1例．
外科治療 2: 94:'3, 1960. 
3) 石倉肇・胃壁内迷入副豚の病原性．消化器病
の臨床 5 : 104, 1963. 
4) 井上曜三郎：局所環境の変化に対する組織反応
の研究p 胃壁内に川入した伴臓組織の態度．横
浜医学 11 : 23, 1960. 
5) 島田泰男f也3名：消化管迷入枠の4例．日本外
朴宝函 31 : 47.し1962.
6J 藤木昭夫， 山崎豪男：副作の 1例とコ， 3の 1
＇＇.＇.｛.外科治療 3 135, 1960. 
7) 藤田崇他3名：腹部症状を伴なった副悼の3
例．外科の領域 9 167, 1961. 
SJ 永井竜太郎他2名：胃壁内副豚の 3例．臨床消
イヒ日；1ザ／・ 8 : 728, 1960. 
9） 河島隆男 円迷人 IJ字の l 例．外科·~：l : 693, 
1961. 
10) 清水堅次郎他2名：腹部症状を刊なった副作の









































例．治療 39:957. 1957. 
12）、。 Heinrich,H. : Ein Beitrag zur Histologie 
des田g.ak肥田orischenPancreas. V 1 rch《川、 . ¥rd1. 
Path. An;it. I》h、叶りl198 : 392, 1909. 
13) 鈴木庄一：副伴の病問組織学的研究．北越医託、
51・371.1936. 
14) Goldfarh, W. B. et al. : Carcinoma in hetero-
topic gastric pancreas. 入ll. メurg.. 158 : 56, 
1963. 
15) Branl、am.J. H. : Operative treatment of cancer 
。fthe stomach，日ithreport of ,;, partial ga← 
trectomi田 .Maryland Med . .T .51 1-11. 1908. 
l6J May. M. : Memoir＇酢 deL’Academie de Ch「
rurgie, 63 562, 1937. 
17) Barhorn, et al. : Heterotopic pancreatic t "'lie, 
clinicaly significance, in g.i、tri也、・al of l刷、
byears of a貯． Proc. staf. m何 t. I荒川｝・｛＇＼inic22 
: 25. 1947. 
18）佐久間 孝： 胃切除時に発見された 副勝の 1
例，臨床消化器病学，4・25:, 1956. 




201 坪井 成他3名：副伴および その酵素につい
て，外科 14：ζ12(i,1952. 
21) 佐守久行：迷入副旅から生じた胃癌の 1例．日
外会誌， 58: 353. 1958. 
22) Mulligan, R. M. et al. : Hi>togen出 hand 
hiologic fit.ha、，，》rof gastric四 rcinoma，入rch.
Path .58. I. 1954. 
23) Morson. B. C. : Ca了cinomaarising from areas 
。fintestinal metaplasia in the gastric muco回．
Brit. J. C川l世 r.9 : 377, 1955. 
24) 大西支市 ：十二指腸壁における線筋腫を伴なう
副将について．日外会誌， 32: 721. 1931. 
251 鈴木礼三郎・伊藤順夫 ：胃潰蕩症状を呈した胃
壁内副牒の 1例．外科 14: 456, 1952. 
26) 島地 崇他2名：胃副豚の l例. Gaotr•明ntero­
logi回 lEnchi~c＜料 1 ・ 123, 1960. 
271 進士義剛・広田四郎：胃内迷入伴の 1例．
G出 troenter口lo日icalEndoscopy 5 1. 1963. 
28) Bookman. M. R. : Carcinoma in the duοden um. 
主1111.Surg. 95 : 464, 11n~ 
29) lshigami. K. et al. ：吋mg1calt『回tmentof di-
、でrticula of the mid-thoracic ophagus, with 
special references to their pathogenesis. Arch. 
Jap. Chir. 34・5U9.1965. 
